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特 記 仕 様 書 

Ⅰ. 業務概要 

 

１ 業務名：姫路市本庁舎清掃等業務 

 

２ 履行場所：姫路市安田四丁目１番地 

⑴ 本館 敷地面積  ２７，０７０．８８㎡（東館及び立体駐車場を含む。） 

構造・規模  鉄骨鉄筋コンクリート造１０階建地下１階 

建築面積   ６，２２２．８６㎡ 

延べ面積  ３５，２１１．５２㎡ 

⑵ 東館 敷地面積 本館に含む。 

構造・規模  鉄筋コンクリート造３階建 

建築面積   ２，０９５．３９㎡（ブリッジを含む。） 

延べ面積   ６，０４９．４０㎡（ブリッジを含む。） 

⑶ 南別館 敷地面積    ６７５．６６㎡ 

構造・規模  鉄骨造２階建 

建築面積     ４０６．３４㎡ 

延べ面積     ６６０．３１㎡ 

⑷ 来庁者駐車場 敷地面積  本館に含む。 

構造・規模  鉄骨造２階建 

建築面積   ３，７０６．４８㎡ 

延べ面積   ７，２０９．１１㎡ 

 

３ 履行期間：令和 6年 12 月 1 日から令和 9年 11 月 30 日まで 

 

４ 業務仕様 

⑴ 本特記仕様書に記載されていない事項は、以下による。 

・建築保全業務共通仕様書(令和５年版)国土交通省大臣官房官庁営繕部（以下「共通仕様

書」という。) 、現場説明書及び質問回答書による。 

⑵ 業務仕様書（特記仕様書、共通仕様書、現場説明書及び質問回答書をいう。）に定めがない

事項は、施設管理担当者と協議する。 

⑶ 本特記仕様書の表記 

① ・印と○・印の双方が付いた項目は、○・印を適用とする。 

② ・印と※印の双方が付いた項目は、※印を適用する。 

③ ※印と○・の双方が付いた項目は、○・印を適用する。 



2 

 

④ ○※と○・印の双方が付いた項目は、○※と○・印の双方を適用する。 

また、各項目に付記した【   】は、共通仕様書における該当項目等を示す。 

例：【Ⅰ1.2.3】第１編 1.2.3 に該当する項目。 

 

５ 対象業務 

本業務の対象業務及び範囲は以下のとおりとする。 

・ 日常清掃業   ：対象箇所は、別紙｢清掃面積等調書｣及び別図「清掃図面」による。 

・ 定期清掃業務  ：対象箇所は、別紙｢清掃面積等調書｣及び別図「清掃図面」による。 

・ 定期清掃業務  ：対象箇所は、床以外の清掃（照明器具、吹出口・吸込口、ブラインド） 

・ 窓ガラス清掃業務：対象箇所は、別紙｢清掃面積等調書｣及び別図「清掃図面」による。 

・ 外部建具清掃業務：対象箇所は、別紙｢清掃面積等調書｣及び別図「清掃図面」による。 

・ 外壁清掃業務  ：対象箇所は、別紙｢清掃面積等調書｣及び別図「清掃図面」による。 

・ 建物周囲清掃業務：対象箇所は、別紙｢清掃面積等調書｣及び別図「清掃図面」による。 

・ 害虫調査業務  ：対象箇所は、本館、東館、南別館の給湯室、ごみ置き場及び地下階 

飲食スペース等計３５箇所 

           調査は第５編第５章第２節「ねずみ等の調査」による。 

  

Ⅱ. 一般共通事項 

 

１ 一般事項 

⑴ 受注者の負担の範囲【Ⅰ1.1.3】 

業務の実施に必要な施設の光熱水等の費用負担  

※なし     ・有り（・電気   ・ガス   ・水道  ） 

⑵ 報告書の書式等【Ⅰ1.1.5】 

業務報告書の書式等は以下により必要に応じ写真等も添付する。 

・「建築保全業務報告書書式集」（一般財団法人建築保全センター） 

・その他 施設管理者の承諾するもの 

⑶ 守秘義務 

本業務の実施過程で知り得た秘密を他に漏洩してはならない。 

⑷ 著作権その他 

著作権、特許権その他第三者の権利の対象となっている清掃方法等の使用に関しては、そ

の費用負担及び使用交渉の一切を受注者にて行う。 

⑸ 業務の再委託 

受注者は、委託業務の実施を他に委託し、請け負わせてはならない。ただし、書面により

発注者の承諾を得たときは、この限りではない。 
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２ 業務関係図書 

⑴ 業務計画書等 

次の書類を作成し、定められた期日までに施設管理担当者の承諾を得ること。 

・業務計画書【Ⅰ1.2.1】 (作業着手前まで) 

・緊急連絡表 (作業着手前まで) 

・作業計画書【Ⅰ1.2.2】 (協議の上業務開始前 ７ 日 以内まで) 

⑵ 業務の記録【Ⅰ1.2.4】 

次の書類を整備し、常時閲覧が可能なように保管を行い、業務終了後に提出する。 

※施設管理担当者との打合せ記録簿   ・作業手順書      ・自主点検記録簿 

・作業日報        ※作業報告書  

 

３ 業務現場管理 

⑴ 業務責任者【Ⅰ1.3.2】 

本業務の実施に先立ち、建築物環境衛生管理技術者の資格を有する者を業務責任者に選任

し、その氏名を施設管理担当者に通知する。 

なお、業務責任者に変更があった場合も同様とする。 

⑵ 業務担当責任者 

業務担当責任者を選任し、その氏名を施設管理担当者に通知する。 

業務担当責任者は、必要に応じて本業務の履行場所に常駐し、施設管理者又は業務責任者

の監督又は指示に従い、本業務に関する一切の事項を処理する。 

⑶ 業務条件【Ⅰ1.3.3】 

① 日常清掃業務等の日常的に行う作業の実施時間は次のとおりとする。 

平日(開庁日:月曜日～金曜日(祝祭日を除く)) 

７時００分～ ８時３０分(早朝)  

８時３０分～１７時２０分(昼間) 

休日(閉庁日:土･日曜日及び祝祭日、年末年始( 12 月 29 日～ 1 月 3 日)) 

・実施する ８時００分～１７時２０分(昼間)  ・実施しない 

 

② 定期清掃業務等の定期的に行う作業の実施時間帯は次のとおりとする。 

なお、実施日は施設管理担当者と協議する。 

平日(開庁日:月曜日～土曜日(祝祭日を除く))  

・８時３０分～１７時２０分(昼間) 

休日(閉庁日:土･日曜日及び祝祭日、年末年始( 12 月 29 日～ 1 月 3 日)) 

・実施する ８時００分～１７時２０分(昼間)  ・実施しない 
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４ 業務の実施 

⑴ 業務担当者（業務従事者）【Ⅰ1.4.1】 

本業務の実施に先立ち、業務担当者を選任し、発注者が別途指定する書面をもって施設管

理担当者に通知する。なお、受注者は、業務担当者の技術、技能の向上を図るため、定期的

に研修を実施するものとする。 

⑵ 業務に密接に関連する別契約の業務等【Ⅰ1.4.4】 

・有り（                ） ・なし 

⑶ 立会いを要する行事等【Ⅰ1.4.5】 

・有り（                ） ・なし 

⑷ 業務の報告【Ⅰ1.4.7】 

報告書等による報告期限は下記の通り。ただし、緊急性のあるものは適宜報告する。 

・作業日報  翌日 10 時まで(翌日が休日の場合、休日明け) 

・作業報告書 翌月の 1 日まで 

 

５ 業務に伴う廃棄物の処理等 

⑴ 廃棄物等の処理【Ⅰ1.5.1】 

① 業務の実施に伴い発生した廃棄物の処分費用は、原則として、受注者負担とする。だだ

し、ゴミの収集、吸い殻収集、汚物収集等による廃棄物の処理費用は発注者の負担とす

る。 

② 廃棄物の集積場所  ・別図「清掃図面」ごみ集積場による。 ・現場説明書による。 

 

６ 建物内施設等の利用   

⑴ 居室等の利用【Ⅰ2.1.1】 

・別図「清掃図面」地階ビル管理室による。 ・現場説明書による。 ・なし   

⑵ 駐車場の利用【Ⅰ2.1.3】 

・別図  による。 ・現場説明書による。  ・なし    

 

７ 作業用仮設物及び持込資機材等 

⑴ 作業用足場等【Ⅰ2.2.1】【Ⅳ1.1.4】 

・別図  による。 ・現場説明書による。  ・なし   

⑵ 持込資機材等の保管場所【Ⅳ1.1.11】 

・別図「清掃図面」ビル管理倉庫、Ｂ３機械室、Ｂ５機械室、ごみ集積場、トイレによ

る。 

・現場説明書による。 ・なし 
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Ⅲ. 特 記 事 項 

 

１ 別添の（別に指定する定期清掃業務に関する作業一覧）を実施する。 

２ ごみ運搬処理においては、梱包の際に計量を実施し、報告する。 

３ 窓ガラス清掃において、高所作業に係る作業では安全ロープを使用する等作業の安全に配慮す

る。 

４ 日常清掃のうち手すり、エレベーター操作部など不特定多数の接触がある部分に使用する洗剤

（除菌用漂白剤等）は、発注者が提供する。 


